
Innovator & Innovations 第 3 回テーマ「ハードウェアのシリコンバレー

深圳の今〜シリコンバレーとのコラボレーションの可能性」報告 

 松下 智, Innovation, NECECT 

⽇時:  2/9(Fri) 18:30-20:30 

会場:   Plug & Play Tech. Center, Sunnyvale, CA 

イベントのリンク: https://www.eventbrite.com/e/innovator-innovations-3-tickets-
42021861519?aff=ebdsorderfblightbox#   
 

 あいさつ ⽊村さん すきやき ― 新規事業開拓⽀援の団体、  J-weekly と連動。JETRO 

 会のスポンサ:  Salad Cosmo, Sapporo beer, iichiko, Itoen 

プレゼンのあと、30-40 分の panel discussion 

  森 俊彦 Panasonic, ⾞載の新規事業開発が坦務。 挨拶。昨年深センに出張。Consumer の組

み込み。出張して衝撃をうけたので、会を企画。 

 

森: エコシステムから外される⽇本、奪われる ASEAN 市場 ― 如何にエコシステムに⼊り込むか

が、テーマ。シリコンバレーにおける深センの使い⽅を考えたい。 

 

1. 加速都市としての深セン 伊藤亜聖 (asei@iss.u-tokyo.ac.jp https://aseiito.net/） 

東京⼤学社会科研究所 准教授 

深圳⼤学中国経済特区研究センター 深圳⼤学中国経済特区研究センター 訪問研究員 

2018 年 2 ⽉ 10 ⽇@Plug and Play Tech Center Game  

 

すきやきの Facebook page にスライドを上げた。 

 https://aseiito.files.wordpress.com/2018/02/aseiito_shenzhen_20180210.pdf  
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（後注: 伊藤先⽣以外の、森さん・藤岡さんのスライドは共有しない。藤岡さんは本を出しているの

で、そちらで（本報告末尾に紹介写真）） ― 以下 伊藤先⽣の講演の図表はスライドにあるの

で、そちらを参照願いたい。 

 

⾼度成⻑以後の中国経済  

• 危機感の所在 「中所得国の罠」 à ⾼度成⻑後にうまく⾏った国がない。BRICS.. 

⾼齢化を迎える。危機感がある。 

 

研究開発⼤国化。ベンチャー企業のゆりかごになった。 

 

p.8 中国の拠点4極ある。内陸- ⽑沢東が第三次世界⼤戦対策で。⻄安に良い⼤学。 

⾃動⾞× Foxconn× Tencent ：BYTON https://www.byton.com/about.html  

 

深セン：⼈⼝、⼤体しか分かっていない。SIMカード発⾏数や電気消費からの推定では1800万⼈。

政府発表は1200万⼈。 

 

⽑沢東時代は⾹港に接しているので意図的に開発を避けた。鄧⼩平時代から開発。なので、できて4

0年。 

深センには世界で戦うローカル企業が多い。p.14 <– 上海には、少ない。 

 中国で出願される国際特許の50%が深センから。 

Wiredの動画: http://www.wired.co.uk/video/shenzhen-full-documentary 

深センイノベーションweek 2016/10/12 马化腾、Tim Cook、汪滔、马云、郭台铭 らが出席。 

深センの中の特許の1/4が南⼭区から。有名企業が多い。 

DJI: Wnag（汪滔） が創業。― ⽬利きがいて中国に投資している。 

 シリコンバレー、品川に開発拠点がある。 

 ダサいPhantom1のプロモ動画から3.5年でPhantom4の動画が格好良くなっている。 

 

深圳という街  -- 中国語版にしか書いてない。 

「PPTのみに頼って得られる富も無く、また天から降ってくるハイテクもない。卓越したものを追及

するためには、 

無数の苦しく思索に耽る深夜を過ごし、72時間連続で働く執着⼼が必要であり、また真相を⼤声で

⾔う勇気が必要だ。」  
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追求卓越，需要⽆数苦思冥想的深夜，需要连续⼯作 72⼩时的执着，更需要敢于⼤声说

出真相的勇⽓。  

フランク・ワン  

DJIの公式HPの中国語版「DJIについて」より ( http://www.dji.com/cn/company )  

 

ゲリラ（パクリ）からハイテクへ。 

 ゲリラ: BlockBerry, NCKIA, iOrange  vs. Huawei Mate, DJI, 

 

そもそも極端に若い⼈⼝構造  - 20代と30代で63%  65歳以上は2%未満。 

 他の地域から若い⼈が戦いに来る町。 

 

重厚なサプライチェーンの意味 - スマホ産業で構築された基板 を活⽤し、コアパーツを特定製 

品⽤のPCBA基板にする業者がいる。この構造は他の製品 にも活⽤可能。 

 

⾞のルームミラーのIoT化 – 

中にAndroidが⼊っている。いままで、iPadを作っていたひとが、⾃動⾞部品を作る。 

起業家は、1980年代以降⽣まれで、有名な理系⼤学をでている。MBA卒はほとんどいない。 

海外系アクセラレータ: HAX – 7-8割が⽩⼈。社内公⽤語が英語。年間1000件の応募から30プ 

ロジェクトを選択、株式6~ 9%を取得する代わりに10万 ドル供与、華強北で111⽇間 

の試作・PRのノウハウ伝授 

 

コワーキングスペース：安い $120/⽉・⼈ 。 

コミュニティはWeChatでグループチャットを作る。ファイルシェア等も。 

p.37- 深センの会社の紹介。 

 

p.41 異なる⽅向性のRobin Wu (通称 ⼭寨（パクリ）王) 

「○○の廉価版」のプロ、そしてアフリカに進出 (最貧国待遇で欧州に輸出できる) 

 

p.42 Huaweiの動きの多⾓性: 

ドブ板営業と(⼊社2年⽬の⼥性エンジニアを南アフリカに8年駐在させた.. )巨額R&Dの融合 

 

時間切れなので残りはパネルのときにでも。 
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2. 藤岡, JENESIS SHENZHEN    深センでEMS 15年駐在している。 

⼩ロット⽣産。250品⽬を超えた。

 

世界⼀を誇る深センのハードウェア サプライチェーン&エコシステム 

設計会社が⾮常に多い。物流と⾹港からの港・空港 ― すべてが深センの待ちから30分。 

 ⾹港空港は24時間運⽤。貨物船も⾼速。 

深セン製造サプライチェーンの移り変わり。 

 1990年代 ⼤ロット・⼩品種 

 2000年代 台湾系EMS 

⼤ロット・多品種―マイコンソフトでうごく、ICを売る企業がソフトも作り始める。ODMがたくさ

ん⽣まれる。 

 2010年代 

⼈件費・物価⾼騰。⽇系・韓国系がタイ・ベトナムへ（もともと中国は帰属意識もないし、使いにく

いが、安いので使っていただけ）取り残された部品メーカが淘汰される。FoxConnもいなくなる。

⽣き残りがbottom up型のサプライチェーンを作り始める。現地、ODMが更に活発に。 

 

深センH/Wエコシステムを応⽤した法⼈向けIT機器製造サービス 

 ⼤⼿の場合には、部品レベルでの規格・品質が厳しい。 

 サービス主体の企業と取引。サービスを実現すればよい。専⽤端末化。過剰品質・機能は不要。 
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エコシステムができてから、⾦型屋はケースまで作る。設計屋は各種⽤途で使えるマザーボードを作

って売る。組み⽴て屋は、開発の必要もなく、短納期。― これがボトムアップ型のエコシステム。 

 

⽅案公司（design house） という司令塔（これが100-

200社ある）。部品まで指⽰。30⽇ぐらいで出荷可能。 

 相談にいくと、excel sheet (BOM 

list)をくれる。部品。ドライバもある。参考価格、担当者名、携帯の番号も出ている。この票をもら

うと、ざっくりとした⾒積もりができて。携帯にかけると話が通じている。 

液晶も100社以上ある。どれが互換かもわかる。--- tabletの例。 

Drone, 液晶テレビ等カテゴリごとにエコシステムがある。(以下写真) 

 
 

国内スクラッチ開発 vs. 深センエコシステム開発の⽐較 （写真） 
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契約も⾒積もりもなく、NDAも意味がない。10分で直接やってきて、翌⽇、基板代⾦を振り込む。

契約もなにもない。現⾦⽀払が納品書代わり。 

初期投資 1億円 vs. 500万円。⽇本だと回収までも遅い。 

 

プロトタイプの量産化 60-

90⽇で量産までいく。⾒栄えが重要で短納期のCrowdfundingに向いている。 

 

悪いところ: 深セン以外の部品。ばらつきおおきい。信頼性に⽋ける。(以下写真) 
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性悪説: 

  

部品は1割ぐらい不適格品が混ざる。部品レベルで検品。返品しても同じものが戻ってくる。100個

不良。返す。同じものが戻ってきて、返す。50個不良。5-10%は余計に買う。 

⽩い塗装はホコリが⼊りやすい。それなので⿊い塗装が多い。 

ロットごとに⾊が変わるので、連続で塗装させないと⾊がずれる。 

 

中国の企業と取引をする際のアドバイス 

 

すべてを性悪説で考える、現⾦の着⾦が全て（⼀度払ったお⾦は帰ってこない）、極度に要求を押し

付けない（完璧を求めようとすると⼒が抜ける）、決して偉そうにしない（メンツで飯を⾷う。常に
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お願いモードで。⽇本と韓国からの依頼は上から⽬線。仕事を受けたがらない）

 
- 20:05 

20:15 パネルディスカッション 

モデレータ: 森さん 

パネラ: 講演者2⼈ 

森: ⽇本のものづくりと深センのものづくりのギャップ 

 ⽇本は過剰品質? ⼀番の問題点は? –  

 

藤岡:製造業は数量（ロット）命。⼤量⽣産から個性・付加価値勝負になってきている。数がでない

と出来合いの基板を使うしかない、数がcommitできないのであれば、流⽤するしかない。 

 伊藤: 意思決定する⼈が来ないと、スピード感がでない。ギャップ。 

 

森: Uberはマッチングで利益。もばいく（シェア⾃転⾞） 

は数百円でできる。⽇本では⾼い。深センだからできることは? 

 

藤岡:出前。昔はなかったが、今はモバイル決済が進んだので、市場が⽣まれつつある。中国は、格

差⼤きい。安い⼈件費、配送費は5元。電動バイク。⽇本や⽶国だと10倍はかかる。 

 

伊藤:中国テンセントはハードウェアに半歩踏み出している。新しいサービスを社会実装するスピー

ドが速い。新しいシェア⾃転⾞。⾃転⾞にHuaweiのチップが⼊っている。スマホを持って、銀⾏⼝

座が紐付いているのが基本。QRコードをつければレンタルできる。Depositしてモバイルバッテリ
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を借りて、⾷事をして、返す。レストランも紙のメニューがない。モバイル決済を前提。お釣りも不

要。メニューも毎⽇変えられる。テーブルのQRコードをスキャン、注⽂、決済。 

 

森:体験していないがゆえにエコシステムの価値がわからない。⽇本はNFCが普及しているが。。QR

コードなら、お店は印刷のみ。売り⼿はインフラが不要。インドも中国ベースのサービスが広まる。

技術的な良し悪しではなく、導⼊コストが安いものが勝つ。社会実装先進都市が深セン。科学技術イ

ノベーションではない。技術⼒だけではない。⽕だるまでもサービスインするアントレプレナーがい

て..が⼤事。  

電動スクータは天津に⼯場。 

 

森: 世界最⼤の電⼦街「ふぁーちゃんぺい 華強北」 （参考 http://diamond.jp/articles/-

/116420 ）秋葉原の20倍。1m四⽅の売り場が1Fから10Fまで。28の巨⼤ビル。 

 藤岡：昔は海賊ソフト。今は、Alibabaの配送所。1Fは⽬を引くもの。 

 伊藤：最近はbit coin 採掘機も売られている。 南⼭区の隣。Old economy 

  

森: 深センの失敗例は? 

 

藤岡：基本謝らない⼈。最後は信じるしかないが、⼤体裏切られる。⾃分の親兄弟は⼿前のsocial 

。配偶者が次。あとはその他⼤勢。⽇本では普通に信じるエリアが広いが。そこがない。 

 伊藤：China styleのsocial network systemがある。グループわけを綿密にやるのでは。 

 

森: シリコンバレーにいる⽇本⼈が深センにつながる新しい仕組みの可能性は? 

 藤岡：small 

startで。IoTの時代。デバイス⼀品勝負をする必要はない。コピーのリスクが怖いのだろうか?  

 伊藤：Japan 

深センのパズルが難しい。深センでは⾃分たちで開発・製造・マーケティング。⽇本⼈がでてきてな

にができるか? 

となる。SonyのCMOSセンサーなら欲しがる。最近の⽇本への要求はコンテンツ ― クリエータ, 

VRの⼀本釣りになってきている。Softbankも、⽇本が⼊らない。今は、⽇本外しで動いている。こ

の20年はそうなっているので、⽇本の外の情報をどう仕⼊れるか。 

 

会場から 
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CES 

⽇本は⾃社技術⽬線。他国は消費者⽬線。海外で学んだ⼈が帰る場所が中国にある。Startupが起き

る地盤。... 関係ない⾃⼰主張。… ⽇本が真似をするピース。頑張れる余地はどこにあるか? 

 

藤岡：⾃社でやらないと当社でやる意味がないというメンタリティ。その会社に資産がのこらない。

Outputへの最短距離。- その考え⽅。熟練⼯カルチャ? 

⾦型がopenになってしまう。なので、⾃前に⾛る。 

 

三浦: Tabletで、ソフトウェアの技術者のレベル? 得意でない? Androidがあったことが有利? – 

 藤岡：機構設計が弱い。DJIはそこをblack 

box。制御系も必死で囲い込み。Android―Googleは締め出し始めている。OS7の認証も変えてきて

いる。今後は縛られる。 

 

欧州の会社は中国・深センにどう向かい合っているか。特徴的な話は? 

 伊藤: 深センはヘルシンキと姉妹都市。ARM, エアバスが研究所を作るアナウンス。Drone? 

- 
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- 20:45 

時間をオーバーして会が終わってから、講演者には延々と名刺交換の列ができている。が、そういう

状況で講演者の印象に残るのだろうか。営業職等であればコンタクトを増やすのに価値があるが、今

や、LinkedIn とか Facebook 等の SNS のほうが、コンタクトをキープするのに有効に思う。 

Stanford での講演等では、名刺交換はほとんど⾏われない。スライドに email とかが書いてある

し、そもそも有名な⼈であればもともと知っているのであろうし、必要なら主催者にコンタクトして

教えてもらえば良い。 

深センの講演は有益であったが、「形式よりも実利を」というメッセージが伝わったのだろうか? 

以上 


